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1 まえがき
近年, 衣類に装着することを想定し, 柔軟性のある導電
性繊維で構成されたテキスタイルアンテナの研究が行わ
れている [1][2]. また, ウェアラブル端末用アンテナとし
て小形アンテナが広く用いられており, 小形アンテナの
1つとしてノーマルモードヘリカルアンテナ (NMHA)

がある [3].

本報告では, NMHA のテキスタイル化を目的として,

導電性繊維を用いて形成する NMHA の放射特性につい
て実験的評価を行った. また, 導電性繊維刺繍量削減に
よる影響を評価するために刺繍密度を変化させ実験的評
価を行った.

2 実験概要
図 1に作製した NMHA の構造を示す. 評価するアン
テナはミツフジ繊維工業 (株)の AGposs (100 d/2)を用
いてフェルト (ポリエステル 100%) 上に刺繍形成した.

刺繍密度 4.0, 3.0, 2.0, 1.0 yarns/mm とした 4種の試作
アンテナをそれぞれ Model A, B, C, D とする. なお, 基
準アンテナとしてフェルト上に銅板 (厚さ 0.2 mm) で形
成した同一寸法のアンテナ (Model Copper) を用いた.

3 実験結果
図 2 に指向性の測定結果を示す. 刺繍密度 2.0

yarns/mm 以上の Model A, B, C では基準アンテナ
と比較し, 約 1.0 dB の利得低下が見られた. 一方, 刺繍
量を最も削減したModel Dでは基準アンテナと比較して
約 2.0 dBの利得低下が見られた. 導電性繊維で構成され
た NMHA は刺繍密度が 2 yarns/mm から 4 yarns/mm

の領域では放射特性への影響が少ない結果が得られた.

4 まとめ
本報告では, 導電性繊維で構成された NMHA の放射
特性を検討するため, 導電性繊維刺繍量を変化させ, 実
験的評価を行い, 刺繍量削減による放射特性への影響を
検討した.
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図 1 試作アンテナの構造

図 2 指向性の測定結果
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